
20歳代

23.5%

30歳代

22.0%40歳代

23.6%

50歳代

26.3%

60歳代

4.5%

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 無回答

【保育士調査】調査概要

島根県において保育士登録をされている方を対象に、R５年12月～ R６年１月に

アンケート調査を実施。

○調査の目的

保育士確保に関する実態や課題・問題点等を把握し、「島根県こども計画」策定の
ための基礎資料とし、また、県及び市町村での保育士確保のための検討材料とするこ
とを目的として調査を実施。

○調査の概要
【調査対象】
島根県において保育士登録をされている方（20～60歳）
調査票回収数 2,219人（回収率 32.3％）

【調査期間】
令和５年12月22日(金)～令和６年１月15日(月)

【調査方法】
郵送により調査票の配布、しまね電子申請サービスに
よるWEB回答または郵送による回収

【主な設問項目】
・現在、(保育士の)仕事に満足しているか
・現在の職場に対して改善してほしいこと
・保育士以外の職業に就業した理由

【回答者の年齢層】

○令和３年度、平成30年度にも同様の調査を実施。

(521人)

(488人)

(524人)

(584人)

(99人)
(3人)

無回答
0.1％

1



66.8% 19.6% 13.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【Ａ】現在、保育士として就業している

【Ｂ】現在、保育士として就業していない（保育士としての就業経験あり）

【Ｃ】現在、保育士として就業していない（保育士としての就業経験なし）

保育士としての就業状況

○設問：現在、保育士として就業していますか。

勤務保育士・・・1,483人
潜在保育士・・・ 736人（うち経験あり436人、なし300人）

(1,483人 ) (436人) (300人)

潜在保育士勤務保育士

2

(n=2,219)



59.3% 23.3% 4.1%

2.2%

10.1%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

認可保育所（分園含む） 認定こども園 地域型保育事業所

認可外保育施設 その他 無回答

就業先施設・事業所

○設問：あなたが現在、保育士として就業している施設・事業所はどれですか。

勤務保育士

86.7％の保育士が認可保育施設で勤務している。

(880人) (346人) (61人) (150人)

(13人)

認可外施設

(33人)

3

(n=1,483)

認可保育施設
86.7%



65.3% 22.9% 10.9%

0.4% 0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正規職員 非正規職員（週３０時間以上の勤務）

非正規職員（週３０時間未満の勤務） その他

無回答

雇用形態

○設問：あなたの現在の雇用形態はどれですか。

勤務保育士

(968人) (339人) (162人)

(6人) (8人)

正規職員 非正規職員

4

H30調査比 正規職員比率が5.1ポイント増加
H30調査 正規職員60.2% 有期契約フルタイム25.0% 有期契約週30時間未満13.7％

(n=1,483)



20.7%

19.7%

14.3%

12.7%

12.1%

8.2%

6.9%

4.4%

1.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

5年未満

5～10年未満

10～15年未満

15～20年未満

20年～25年未満

25年～30年未満

30年～35年未満

35年以上

無回答

(65人)

通算勤続年数

○設問：これまで保育士として、通算で何年働いていますか。

勤務保育士

回答者のうち約４割（40.4％）が勤務年数10年未満。H30調査の10年未満39.2%

(307人)

(292人)

(212人)

(188人)

(180人)

(121人)

(103人)

(15人)

5

(n=1,483)



18.9%

19.8%

29.0%

35.5%

39.8%

37.7%

25.3%

15.6%

24.7%

11.1%

16.2%

4.3%

8.5%

7.1%

3.7…

0.7%

1.5%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正規職員

非正規職員

（週30時間以上の勤務）

非正規職員

（週30時間未満の勤務）

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 無回答

(183人) (344人) (245人) (107人) (82人)

(7人)

(67人) (135人) (53人) (55人) (24人)

(5人)

(47人) (61人) (40人)
(7人)

(6人)

(1
人)

仕事の満足度
○設問：現在、仕事に満足していますか。

勤務保育士

勤務形態により満足度に差がみられる。勤務時間が短い非正規職員の方が満足度が高い傾向
H30調査と比較し、「満足」と回答した方は全勤務形態で増加
H30 「満足」 正規17.7% 非正規（30H以上）14.8％ 非正規（30H未満）27.0％

(n=968)

(n=339)

(n=162)

6



72.5%

52.5%

36.9%

24.7%

14.9%

8.1%

6.9%

6.5%

4.7%

3.3%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

給与・賞与等の改善

仕事量の軽減

各休暇制度の充実

人間関係・職員間のコミュニケーション

管理職のマネジメント向上

特にない

キャリアアップの支援

その他

相談窓口の設置

研修の実施

無回答

職場に改善してほしいこと

○設問：現在の職場に対して改善してほしいことは何ですか。（上位３つまで選択）

勤務保育士

・人員不足の解消、人員確保
・暇の取りやすい環境への改善
・施設・設備の改善 等

(n=1,475)

「給与・賞与等の改善」を求める声が多い。

7



30.0%

27.0%

29.6%

28.9%

4.2%

3.3%

14.3%

13.6%

24.4%

8.5%

17.2%

37.0%

29.0%

31.6%

0.3%

6.7%

23.6%

9.1%

31.0%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40%

就業時間

給与・賞与

労働環境

他業種を経験したい

通勤時間

保育士の求人がなかった

適性がないと感じた

保育士として働きたくない

その他

無回答

保育士としての就業経験あり 保育士としての就業経験なし

保育士以外の職業に就業した理由

○設問：保育士以外の職業に就業したのはなぜですか。（上位３つまで選択）

潜在保育士

(n=426) (n=297)

・家庭の事情、家庭との両立
・幼稚園に就職・転職した 等

・保育士経験ありは｢就業時間｣「労働環境」「他業種を経験したい」、保育士経験なしは｢給
与･賞与｣「他業種を経験したい」の割合が高い。H30調査と同じ傾向

8



保育士を辞めてから今までの期間

○設問：最後に保育士の仕事を辞めてから今までどのくらいの期間がありますか。

保育士経験ありの潜在保育士について、４割はブランクが５年未満

潜在保育士

(n=436)

43.1%

18.8%

14.2%

7.8%

7.3%

3.2%

3.0%

1.1%

1.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

5年未満

5～10年未満

10～15年未満

15～20年未満

20年～25年未満

25年～30年未満

30年～35年未満

35年以上

無回答

9



保育士として就業希望

6.4%

2.7%

27.6%

27.8%

63.7%

68.6%

2.3%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保育士としての

就業経験あり

保育士としての

就業経験なし

保育士として働きたい 将来的には保育士として働きたい 保育士として働く予定はない 無回答

今後の保育士としての就業希望

○設問：今後の保育士としての就業希望について教えてください。

潜在保育士

保育士として就業希望者は、潜在保育士全体の約３割。

(8人) (83人) (205人) (3人)

(28人) (120人) (277人)

保育士として就業希望

(10人)

10



50.7%

45.9%

47.3%

30.4%

40.5%

8.1%

5.4%

45.1%

54.9%

42.9%

36.3%

48.4%

12.1%

6.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

仕事と生活の両立

職場の人間関係

自身の健康・体力

最新の知識・技能

責任の重さ・事故への不安

その他

無回答

保育士としての就業経験あり 保育士としての就業経験なし

就職・復職するにあたって不安要素

○設問：保育士として就職・復職するにあたって不安要素はどのようなこ
とですか。（上位３つまでに○）

潜在保育士

・給与
・労働条件 等

(n=148) (n=91)

・「仕事と生活の両立」「職場の人
間関係」への不安が高い
・「責任の重さ・事故への不安」、
「最新の知識・技能」への不安が
H30調査より増加

11

(75人)

(41人)

(68人)

(50人)

(70人)

(39人)

(45人)

(33人)

(60人)

(44人)

(12人)

(11人)

(8人)

(6人)



9.5%

50.0%

64.2%

52.0%

12.2%

16.2%

7.4%

18.9%

42.6%

4.7%

0.0%

13.2%

47.3%

58.2%

50.5%

12.1%

14.3%

18.7%

14.3%

48.4%

3.3%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

正規社員での雇用

給与・賞与

希望する時間での勤務

休暇のとりやすさ

希望する勤務地での勤務

充実した福利厚生

職員への支援体制や研修の充実度

共感できる法人の理念・方針

人間関係

その他

無回答

保育士としての就業経験あり 保育士としての就業経験なし

(28人)

(13人)

(63人)

(44人)

(7人)

(3人)

就職・復職するにあたって必要な条件

○設問：保育士として復職するにあたって必要な条件（上位３つまで）

潜在保育士

・業務内容、仕事量
・残業無し、持ち帰り無し 等

(n=148) (n=91)

「希望する時間での勤務」「給与・賞与」
「休暇のとりやすさ」の割合が高い。

12

(14人)

(12人)

(74人)

(43人)

(95人)

(53人)
(77人)

(46人)

(18人)

(11人)

(24人)

(13人)

(11人)

(17人)



63.5%

39.2%

19.6%

26.4%

23.0%

14.2%

8.1%

4.1%

44.0%

42.9%

42.9%

24.2%

29.7%

45.1%

8.8%

3.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

就職の情報

業界の情報

研修

個別相談の機関

職場体験ができるしくみ

具体的な指導

その他

無回答

保育士としての就業経験あり 保育士としての就業経験なし

就職・復職に必要なサポート

○設問：保育士として就職・復職するにあたって必要なサポートはどのような

ことですか。（上位３つまで選択）

潜在保育士

(n=148) (n=91)

保育士経験あり・なしともに｢就職の情報｣や
｢業界の情報｣の割合が高い。
また、保育士経験なしは
｢研修｣や｢具体的な指導｣等、保育の内容に
関する支援の割合が高い。

・給与や各園の職場環境に関する情報
・福利厚生の保証

13

(39人)

(58人)

(94人)

(40人)

(39人)

(29人)

(22人)

(39人)

(34人)

(27人)

(21人)

(41人)

(12人)

(8人)

(3人)

(6人)



79.1%

36.5%

8.1%

4.7%

24.3%

2.0%

5.4%

4.1%

21.6%

33.1%

14.2%

2.7%

1.4%

61.5%

40.7%

15.4%

7.7%

27.5%

3.3%

12.1%

9.9%

24.2%

23.1%

15.4%

2.2%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

ハローワーク

福祉人材センター（保育士バンク登録含む）

民間の職業紹介

就職フェア・就職説明会

保育所のホームページ

卒業した学校・養成施設

実習・見学

新聞・折り込みチラシ

求人・就職情報誌等

知人など

市町村の広報媒体

その他

無回答

保育士としての就業経験あり 保育士としての就業経験なし

就職・復職にあたって情報収集する先

○設問：保育士として就業を考える場合、情報収集する先として考えている

ところはどこですか。（上位３つまで選択）

潜在保育士

(n=148) (n=91)

・保育士経験あり・なしともに
｢ハローワーク｣や｢福祉人材センター｣
の割合が高い。
・｢知人｣や｢求人サイト、情報誌｣
｢保育所のホームページ｣でも情報収集
されている。

・個別相談を重ねる
・どこから情報を仕入れるとよい
か分からない 等

14

(117人)

(56人)

(54人)
(37人)

(12人)
(14人)

(7人)
(7人)

(36人)

(25人)

(3人)
(3人)

(8人)

(11人)

(6人)
(9人)

(32人)
(22人)

(49人)
(21人)

(21人)

(14人)

(4人)

(2人)

(2人)

(2人)



東部

63.2%

西部

33.2%

隠岐

3.6%

【事業所調査】調査概要

○調査の目的
保育士確保に関する実態や課題・問題点等を把握し、「島根県こども計画」策定の

ための基礎資料とし、また、県及び市町村での保育士確保のための検討材料とするこ
とを目的として調査を実施。

○調査の概要
【調査対象】
島根県内の保育所、認定こども園、地域型保育事業所、
認可外保育施設
調査票回収数 307施設（回収率 85.0％）

【調査期間】
令和５年12月21日(木)～令和６年２月９日(金)

【調査方法】
市町村を介して調査票データの配布・
県へ直接データ回答

【主な設問項目】
・保育士の採用状況・離職者の状況
・保育士の確保のしやすさ
・

【回答した施設の所在地】

島根県内の保育所等を対象に、R５年12月～ R６年２月にアンケート調査を実施。

○その他
平成30年度にも同様の調査を実施。

(194施設)
(102施設)

(11施設)
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62.5% 22.8%

3.6%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認可保育所（分園を含む） 認定こども園 地域型保育事業 認可外保育施設

16.0% 69.7% 14.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市町村 社会福祉法人（公設民営を含む） その他

施設種別・運営主体

○設問：貴施設について該当する施設をお答えください。

○設問：貴施設の運営主体について教えてください。

(192施設) (70施設)

(11施設)

(34施設)

(49施設) (214施設) (44施設)

認可施設
認可外施設

市町村 社会福祉法人 その他

16
(n=307)



○設問：貴施設の保育士の実人数をそれぞれ正規・非正規職員別に各年齢ごとに

記入してください。また、保育士で産休・育休中の職員の職員数について

記入してください。

東部(192施設) 西部(102施設) 隠岐(11施設) 全県(305施設)

正規職員 1,867 713 71 2,651

非正規
職員

常勤 762 228 22 1,012

非常勤 758 284 17 1,059

産休・
育休中
の職員

正規職員 88 19 4 111

非正規
職員

常勤 17 10 0 27

非常勤 14 0 1 15

合計 3,506 1,254 115 4,875

R5.10.1現在

17職員（保育士）の実人数 令和５年４月・10月

東部(192施設) 西部(102施設) 隠岐(11施設) 全県(305施設)

正規職員 1,866 710 74 2,650

非正規職
員

常勤 737 224 22 983

非常勤 738 265 16 1,019

産休・育
休中の職

員

正規職員 93 22 3 118
非正規
職員

常勤 26 8 0 34

非常勤 12 1 1 14

合計 3,472 1,230 116 4,818

R5.4.1現在



保育士の求人数と採用状況 令和５年４月

○設問：令和４年度中の保育士の採用に係る貴施設側の希望と実際の採用状況に

ついて、その人数を記入してください。

東部 西部 隠岐 全県

正規職員 求人数 166 41 6 213

採用数 131 28 4 163

充足率 78.9％ 68.3％ 66.7％ 76.5％

H30調査 93.1％ 75.4％ 76.4％ 88.9％

非正規職員
(常勤）

求人数 73 17 1 91

採用数 42 15 0 57

充足率 57.5％ 88.2％ 0.0％ 62.6％

H30調査 91.8％ 66.7％ 37.5％ 83.0％

【令和５年4月に配置する職員募集】

・県内全域で求人充足率が低下
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保育士の求人数と採用状況 令和４年度中途

○設問：令和４年度の保育士の採用に係る貴施設側の希望と実際の採用状況に

ついて、その人数を記入してください。

東部 西部 隠岐 全県

正規職員 求人数 57 18 3 78

採用数 22 7 0 29

充足率 38.6％ 38.9％ 0％ 37.2％

H25調査 73.7％ 32.0％ 0％ 50.7％

非正規職員
(常勤）

求人数 42 16 1 59

採用数 15 13 0 28

充足率 35.7％ 81.3％ 0％ 47.5％

H25調査 73.3％ 46.9％ 41.7％ 61.5％

【令和４年度中途における職員募集】
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保育士の確保のしやすさ（新卒者）

○設問：保育士の確保について、当てはまるものを選んでください。

【新卒者（正規職員）】

【新卒者（非正規職員）】

(n=274)

28.5%

50.0%

40.0%

36.1%

27.3%

14.1%

30.0%

23.0%

20.9%

8.7%

20.0%

16.8%

4.7%

1.1%

0.0%

3.3%

2.9%

1.1%

0.0%

2.2%

15.7%

25.0%

10.0%

18.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東部

西部

隠岐

全県

34.5%

50.0%

60.0%

40.6%

32.2%

16.7%

10.0%

26.2%

10.5%

4.4%

20.0%

8.9%

2.3%

1.1%

0.0%

1.8%

1.2%

2.2%

0.0%

1.5%

19.3%

25.6%

10.0%

21.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東部

西部

隠岐

全県

非常に確保しにくい 確保しにくい なんとか確保できる 比較的容易に確保できる 容易に確保できる わからない

(n=264)

・全県で「非常に確保しにくい・確保しにくい」という回答が５割を超え、特に、隠岐・県西
部で「非常に確保しにくい」という回答割合が高い
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保育士の確保のしやすさ（新卒者以外）
○設問：保育士の確保について、当てはまるものを選んでください。

【新卒者以外（正規職員）】

【新卒者以外（非正規職員）】

(n=271)

33.5%

53.4%

88.9%

42.0%

28.7%

12.5%

0.0%

22.3%

7.2%

5.7%

0.0%

6.4%

1.8%

0.0%

0.0%

1.1%

0.0%

1.1%

0.0%

0.4%

28.7%

27.3%

11.1%

27.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東部

西部

隠岐

全県

30.9%

44.4%

66.7%

36.5%

40.6%

24.4%

22.2%

34.7%

14.3%

11.1%

0.0%

12.8%

1.1%

1.1%

0.0%

1.1%

0.6%

1.1%

0.0%

0.7%

12.6%

17.8%

11.1%

14.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東部

西部

隠岐

全県

非常に確保しにくい 確保しにくい なんとか確保できる 比較的容易に確保できる 容易に確保できる わからない

・全県で「非常に確保しにくい・確保しにくい」という回答が６割を超え、特に、隠岐・県西
部で「非常に確保しにくい」という回答割合が高い
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離職者の状況（令和５年10月1日現在）
○設問：２０代保育士の採用人数、そのうち離職した方の離職時期等を記入してください。

【正規職員】

年度 採用人数
（A）

（A）のうち、離職した方 （A）のうち、
在職の方（D）採用から３年未満に

離職（B）
採用から３年以上５年未

満に離職（C）

Ｒ元 158 35 26 92

Ｒ２ 138 34 13 90

Ｒ3 173 47 1 125

Ｒ4 171 24 0 147

Ｒ5 152 10 0 142

(n=189)

【非正規職員】

年度 採用人数
（A）

（A）のうち、離職した方 （A）のうち、
在職の方（D）採用から３年未満に

離職（B）
採用から３年以上５年未満

に離職（C）

Ｒ元 91 30 7 52

Ｒ２ 72 17 6 49

Ｒ3 78 24 2 52

Ｒ4 96 20 0 75

Ｒ5 79 9 0 67

(n=130)

・過去５年間に採用された20代の保育士の離職率は、正規職員が23.9％、非正規職員は29.1%
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令和４年度中の離職者の状況

○設問：令和４年度中（令和４年４月１日～令和５年３月31日）の離職者の状況

を記入してください。

【正規職員】

年齢＼勤続年数 ３年未満 ５年未満 ５年以上 計

２０代 71 27 35 133

３０代 20 14 48 82

４０代 10 4 25 39

５０代 6 8 23 37

６０代以上 8 5 35 48

離職者は20代、次に30代が多い。
また、20代の離職者のうち約半数が３年未満、７割程度が５年未満で退職している
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令和４年度中の離職者の状況

〇設問：２０代の離職者のうち、「３年未満」で離職した保育士の主な理由

（上位３つまで）

17.1%

11.4%

27.1%

34.3%

28.6%

10.0%

8.6%

4.3%

4.3%

21.4%

1.4%

4.3%

15.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

結婚・出産・子育て

家族の事情（介護・看護等）

転居

健康上の理由

仕事の適性に対する不安

自身のキャリアアップのため

給与等への不満

労働条件（時間、休日）への不満

職務内容への不満

職場の人間関係

法人の理念・運営法人への不満

契約期間の満了

その他 (n=70)
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89.8%

76.2%

42.2%

77.6%

49.2%

23.8%

51.5%

30.4%

32.0%

57.1%

5.3%

7.3%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

休暇を取得しやすい環境づくり

子育て中の職員に対する支援

給与の引き上げ

相談しやすい職場環境づくり

研修受講に対する支援

採用前の職場体験の受入

職場研修の充実

新任職員への支援体制の整備

保護者対応への支援

事務作業の軽減

エルダー制度の活用（園独自）

エルダー制度の活用（県社協実施）

その他

保育士の確保・離職防止に向け行っている取組

○設問：保育士の確保・離職防止に向け、貴施設で行っている取組について、

あてはまるものがあれば該当項目を選択してください。（複数回答可）

・書類作成等時間内に終えられるよう体制を整える
・保育料補助制度、社宅の整備等
・ある程度余裕のある職員配置 等 (n=303)
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63.6%

36.4%

導入あり 導入なし

73.9%

72.5%

76.8%

16.6%

12.8%

保育に関する計画・記録に関する機能

園児の登園及び降園の管理に関する機能

保護者との連絡に関する機能

実費徴収等のキャッシュレス決済

その他

ＩＣＴ機能の導入状況

○設問：導入の有無

(211施設)

(153施設)

(162施設)

(156施設)(93施設)

(35施設)

○設問：導入したICT機能(n=304) (n=211)

(27施設)
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27「生命の安全教育」についての取組状況①

知っている

194施設

それ以外

55施設

○設問：「生命の安全教育」について、

保育者が内容を知っている

○設問：「生命の安全教育」について、

保護者に内容を周知している

(n=249) (n=249)

周知している

79施設

それ以外

170施設

▼「知っている」と回答した施設内訳
・ 認可保育所等：167施設
・ 地域型保育事業：８施設
・ 認可外保育施設：19施設

▼「周知している」と回答した施設内訳
・ 認可保育所等：67施設
・ 地域型保育事業：３施設
・ 認可外保育施設：９施設



28「生命の安全教育」についての取組状況②

○設問：「生命の安全教育」やその他の教材等を用いる等して、自施設の

子どもたちに、プライベートゾーンを教えたり、生命の安全教育

を行っている

(n=249)

行っている

203施設

それ以外

46施設

▼「行っている」と回答した施設内訳
・ 認可保育所等：183施設
・ 地域型保育事業：５施設
・ 認可外保育施設：15施設



29「生命の安全教育」についての取組内容

○設問：「生命の安全教育」のスライドや動画、絵本や紙芝居、助産師会の

出前講座等を活用し、指導している

活用して

指導している

106施設

それ以外

97施設

【活用した具体的な作品名】
▶絵本・・・いいタッチわるいタッチ、いのちのまつり、おしえて！くもくん、

だいじだいじどーこだ？、パンツのなかのまほう 等
▶紙芝居・・保育園オリジナル絵本
▶その他・・助産師による講座 等

(n=203)

▼「活用して指導している」と回答した施設内訳
・ 認可保育所等：98施設
・ 地域型保育事業：２施設
・ 認可外保育施設：６施設



30「生命の安全教育」を行うにあたっての課題

○設問：こどもたちにプライベートゾーンを教えたり、「生命の安全教育」

を行うにあたっての課題について回答してください
(n=268)

56.3%

（151施設）

31.0%

（83施設）

21.6%

（58施設）

7.1%

（19施設）

32.1%

（86施設）

教材を所有していない

子どもへの教え方や教材がわからない

子どもたちに指導するための準備時間が確保できない

子どもたちへの指導時間が確保できない

その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%


